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12 月 1 日～ 3 日、パリ日本文化会館）から、国際研究集会「国際日本学 ―こ













ものであった。3 日間のシンポジウムでは法政大学の 8 名（星野勉、相良匡
俊、安孫子信、田中優子、王敏、小口雅史、山中玲子、スティーヴン・ネル
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ソン）に加えて、フランス国立科学研究学院 2 名（Josef KYBURZ、Hartmut 
ROTERMUND）、ストラースブール大学 2 名（Christiane SEGUY、Sandra 
SCHAAL）、ボン大学 1 名（Hans-Dieter OELSCHLEGER）、フランクフル
ト大学 1 名（Christian STEINECK）、デュッセルドルフ大学 1 名（Shingo 








































































































2007 年度  日本文化への問いかけ及びその解題…その１ 「外（東アジア）」
の視点
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2008 年度  日本文化への問いかけ及びその解題…その２ 「内（日本）」の視点















【2007 年度中の東アジア文化研究会その他開催一覧】（開催 2 年目・敬称略）
▽ 第 11 回日中文化研究会「対訳コーパスと多文化比較研究――言語と翻訳の
研究例」（2007.4.25）報告者・曹大峰（北京日本学研究中心教授）
▽ 第 12 回日中文化研究会「中国における日本研究の展開――日中関係との関
連で」（2007.6.20）報告者・李廷江（中央大学法学部教授）
▽ 加藤周一講演会「日本文化再訪－多文化主義について」（2007.7.9）
▽ 第 13 回日中文化研究会「日中高校生の生活意識」（2007.7.25）　報告者・千
石保（財団法人 日本青少年研究所所長）
▽ 第 14 回日中文化研究会「芥川龍之介の『支那遊記』論――章炳麟とのギャッ
プを中心に」（2007.8.8）　報告者・魏大海（中国社会科学院外国文学研究所教授）








▽ 第 1 回東アジア文化研究会「国際江戸学と江戸アジア学」（2007.10.26）　報
告者・田中優子（法政大学社会学部教授および国際日本学インスティテュー
ト教授）
▽ 第 2 回東アジア文化研究会「日本華僑社会における伝統文化の再構築と地元
との関係」（2007.11.14）　報告者・曽士才（法政大学国際文化学部教授）



















② 『国際日本学』第 4 号（法政大学国際日本学研究所、2007 年 3 月）
③ 『国際日本学』第 5 号（法政大学国際日本学研究所、2007 年 4 月）
④ 『日本文化への問いかけ――事例調査及び調査集計結果』（未公開・2007 年 4 月）
【市販になった刊行物】
『日中文化の交差点』（三和書籍、2007 年 4 月）
（2）同研究の成果を中心に学ぶ中国政府派遣若手研究者 2 名を受け入れた。
2 名とも日本政府 ODA 支援金の利用者（中国社会科学院日本研究所と海南島







































































にいたるまでの 1500 年ないし 2000 年の間、各時代ごとにまたは地域別に数多
いそれぞれ異なった「異文化」が日本の中で存在したことで、それを全部包括
的に考慮、分析することは不可能なので、一応時代は古代から中世への転換期



















































・ 国際日本学研究所所有資料 48 件
・ 能楽研究所所有資料 7097 件




















る（他の試行版もとくに ID と Password 等による保護はかけていないので自
由に閲覧できる）。担当者は小口雅史、当年度末の時点でデータ数は 18,522 件、




































FileMaker V8.5 で作成され、それを aterui 上の FileMaker Server V8.5 を利用














載したサーバー aterui は 2003 年 3 月 18 日の導入であり、容量的にもシステム
的にも、そろそろ耐用年数をまっとうし、維持も限界に近づきつつある。その
リプレースがそろそろ視野に入ってきているといえよう。
